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論文の内容の要旨
 (目的) 
















接医療費を、効果の指標は質調整生存年（QALY: quality-adjusted life year）を用いて、100 歳
までのシミュレーションを行い、スクリーニングを施行する場合の増分費用効果比（ICER: 
incremental cost-effective ratio）を以下の式を用いて算出した。 
ICER＝増分費用／増分効果＝費用スクリーニング施行－費用スクリーニング未施行 










【2 型糖尿病】スクリーニングを施行しない場合の一人あたりの費用と QALY は 9,939,328 円、
14.81QALY、施行する場合は 10,881,501円、15.06QALYであり、スクリーニングを施行する場合の
ICERは 3,768,689円／QALYであった。 
【慢性腎臓病】スクリーニングを施行しない場合の一人あたりの費用と QALY は 19,801,996 円、







































平成 27 年 10 月 30 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説
明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格
と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
